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2026年８月７日 

各  位 

会 社 名  日 本 金 属 株 式 会 社 

代表者名  取 締 役 社 長 下川 康志 

（コード：5491 東証スタンダード） 
問合せ先  取締役管理本部長 小梛 健史 

（TEL 03－5765－8100） 
  

 

第 11 次経営計画「NIPPON KINZOKU 2030」のローリングに関するお知らせ 

 

当社は、2020年３月 25日に 10ヶ年計画（2020年度～2029年度）である第 11次経営計画「NIPPON 

KINZOKU 2030」の概要と 2021 年３月 25 日にその数値目標を公表しておりましたが、第 11 次経営計

画の策定当初に想定していた事業環境と大きく変容したこと受け、既存事業の環境の変化に即した見

通しと新事業アイテムの確実な量産時期を精査し、第 11 次経営計画のローリングプランを策定いた

しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１．ビジョン・基本方針 

第 11 次経営計画「NIPPON KINZOKU 2030」のビジョンおよび基本方針に変更はございません。 

 

２． 第 11次経営計画 2029年度業績ローリング目標 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2029 年度業績ローリング目標は、現時点における事業環境に基づく目標であり、今後の事業環境の変化等に 

よっては、実際の実績が目標と大きく異なる場合や予告なしに変更する可能性がありますこと、予めご了承 

ください。 

 

３．ローリングの背景および売上高増減内容 

高収益差別化アイテムである機能強化製品の伸長により事業構造の変革が進んだものの、中国市場

の急激な EV 化に伴う販売減や海外材の攻勢により、既存主力製品（自動車外装用ステンレスモール

や自動車駆動部品用高精度異形鋼など）の需要が当初想定より急減いたしました。また、水素インフ

ラ整備の遅れや技術的課題といった外部要因などから次世代成長製品の量産時期も当初想定より数

年単位で遅延していることを受け、今後の売上高の見通しを精査した結果、2029年度（最終年度）の

ローリング目標を連結売上高は当初目標△130 億円の 520 億円、個別売上高は当初目標△160 億円の

390億円に再設定いたしました。 

連結業績 個別業績 連結業績 個別業績

売上高 650億円 550億円 520億円 390億円

営業利益 50億円 40億円 20億円 ９億円

経常利益 50億円 40億円 15億円 ７億円

当期純利益 40億円 30億円 10億円 ４億円

ＲＯＳ ７％ ７％ ３％ ２％

配当性向 20％程度 － 20％程度 －

2029年度 当初目標 2029年度 ローリング目標
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【主な 2029年度ローリング目標個別売上高増減内容】 

１）既存製品＋機能強化製品：計△12億円 

＜減少＞：△65億円 

         自動車用外装用ステンレスモール：△30億円 

ベイナイト撤退：△7億円 

自動車駆動部品用高精度異形鋼撤退：△28 億円 等が減少 

    ＜増加＞：＋53億円 

         ファインブラック仕上、ＰＷ仕上、半導体向け Iバー、 

医療・計測器向けファインパイプ 等が増加 

２）新事業製品：計△148億円 

         高機能ステンレス箔：△100億円 

マグネシウム合金：△25億円 

厚肉ファインパイプ：△14億円 等が減少 

 

４.今後の事業戦略 

激変する市場環境においても、当社独自の差別化技術を活かした高付加価値アイテムは着実に浸

透しています。次世代電池、エネルギー、半導体、医療機器分野を戦略ターゲットに据え、経営資源

を集中投下します。 

 

①．高収益アイテムの伸長 

意匠性と機能性を両立させた黒加飾ステンレス「ファインブラック仕上」、マット調ステンレ

ス「ＰＷ仕上」、半導体工場用「リプルス」、高度医療・計測機器用「ファインパイプ」等の販売

を最大化してまいります。 

②．成長分野への戦略的投入 

 高機能ステンレス箔や電気特性改善材、開発中の独自マグネシウム合金や極薄電磁鋼帯、非鉄

金属や線材を用いた精密異形圧延製品「ファイン・プロファイル」および内面高精度の極小径管

「ファインパイプ」を主軸に成長市場でのプレゼンスを確立してまいります。 

③．収益構造の転換 

 独創的な技術力を集結した「Multi & Hybrid Material」を軸に、次世代モビリティやクリーン

エネルギー分野へのグローバルな拡販を推進し、収益構造の抜本的転換を確実に成し遂げてまい

ります。 

 

 今後は、構造改革で磨き上げた事業基盤を活用し、技術力を再集結して持続的成長を実現する高収

益構造を確立し、脱炭素社会へ貢献し、新たな価値を共創し続ける企業として、さらなる企業価値向

上に努めてまいります。 

 

※ 第 11次経営計画ローリングプランの詳細につきましては、下記 URLの当社ホームページ上に本日

公表する“第 11次経営計画 ローリング 「NIPPON KINZOKU 2030」”をご参照ください。   

【当社ホームページ 最新情報 URL】 

https://www.nipponkinzoku.co.jp/info 
 

以上 

https://www.nipponkinzoku.co.jp/info

